
様式第二号の八（第八条の四の五関係）
（第１面）

産業廃棄物処理計画書

年 6 月 22 日

姫　路　市　長　　殿

提出者
　住　所

　氏　名　（法人にあっては名称及び代表者の氏名）

　電話番号

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本工業規格　Ａ列４番）

④　産業廃棄物の一連
　　 の処理の工程

③　従　  業　  員    数

②　事　業　の　規　模

①　事　業　の　種　類

姫路市飾磨区中島２９４６

合同製鐵株式会社姫路製造所

常務執行役員所長　　木村　眞人

添付-３参照

合同製鐵株式会社姫路製造所

０７９－２３４－９３１１

姫路市飾磨区中島２９４６

２０２６年４月～２０２７年３月

業種：鉄鋼業
当製造所では、主に建設機械・産業機械等の部品に加工される
構造用棒鋼や、軌条を製造している。

製品出荷額　：　２８７億円

２８７人

２０２６



（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

別紙-２参照

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　 【前年度（ 年度）実績】

鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

鉱さい：主原料の選別強化継続に加え、副原料の検討を行い発生原単位を抑制。

汚泥：設備改造によりスケ－ルとしての回収量を増加させ、汚泥発生量を抑制。

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

排　　　出　　　量 ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組） 

鉱さい：主原料の選別強化継続に加え、副原料の検討を行い発生原単位抑制を継続。

汚泥：設備改造によりスケ－ルとしての回収量を増加させ、汚泥発生量抑制を継続。

産業廃棄物の分別に関する事項

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

発生廃棄物の種類・性状毎の分別回収を強化。

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

発生廃棄物の種類・性状毎の分別回収を継続。

2025

（管理体制図）

①現状

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量

①現状

②計画

34,759 1,452 57.7 390.1

②計画

40,042 1,672 66.0 506



（第３面）

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

　 【前年度（ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組） 

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組） 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

　 【前年度（ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

2025

2025

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

②計画

①現状

0 0 0

0 0 0 0

0

0

0

②計画

自ら再生利用を行っ
た産業廃棄物の量

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量
自ら中間処理により減
量した産業廃棄物の量

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量
自ら中間処理により減量
する産業廃棄物の量

①現状



（第４面）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ 0 ｔ 0 ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ 0 ｔ 0 ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

　【前年度（ 年度）実績】

産業廃棄物の種類 鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

全処理委託量 ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

（これまでに実施した取組）

現状の委託先で問題なく処理を行った。

0

34,759 1,452

34,759 1,445

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行っ
た産業廃棄物の量

0

0

2025

①現状

②計画

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

優良認定処理業者
への処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者へ
の処理委託量

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

①現状

2025

57.7

00

6.78

57.7

0

57.7

0

0

0 0

390.1

0

0

13.1

0

0



（第５面）

鉱さい ガラス及陶磁器屑 廃油 汚泥

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

ｔ ｔ ｔ ｔ

現状と同じ委託先で処理を継続する。

全処理委託量

0

0
認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量

66.0

0

0

（今後実施する予定の取組）

40,042

認定熱回収業者へ
の処理委託量

0

0

優良認定処理業者
への処理委託量

1,665

5061,672

再生利用業者への
処理委託量

※事務処理欄

②計画

　【目　標】

産業廃棄物の種類

0

0

0

7.8

40,042

0

66.0 6.0

66.0



別紙-２　

産業廃棄物に係る管理体制に関する事項

(1)管理組織図

廃棄物管理組織

本社

　環境防災委員会

　環境管理委員会
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別添　一覧表 （廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）
　　実績：前年度（ 年度）実績量
目標：今年度（ 年度）目標量 単位：トン／年

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

34,759 40,042 0 0 0 0 0 0 0 0 34,759 40,042 0 0 34,759 40,042 0 0 0 0

1,452 1,672 0 0 0 0 0 0 0 0 1,452 1,672 6.8 7.8 1,445 1,665 0 0 0 0

57.7 66.0 0 0 0 0 0 0 0 0 57.7 66.0 57.7 66.0 57.7 66.0 0 0 0 0

390.1 506.0 0 0 0 0 0 0 0 0 390.1 506.0 13.1 6.0 0 0 0 0 0 0

36658.96 42286.409 0 0 0 0 0 0 0 0 36658.96 42286.409 77.6 79.853103 36262.13 41772.599 0 0 0 0合計

2025
2026

鉱さい

ガラス及陶磁器屑

廃油

汚泥

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量
(前年度実績値の③

+⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者
への

処理委託量
(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への
処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ
の

処理委託量
(前年度実績値の⑬)

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量
(前年度実績値の⑭)

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事
項

自ら行う再生利用に
関する事項

自ら行う中間処理に関する事項
自ら行う埋立処分等
に関する事項

処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量
(前年度実績値の②

+⑧)

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により
減量する産業廃棄

物の量
(前年度実績値の⑦)


